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環境目標３ 健やかで安全に暮らせるまち 

 基本施策① 大気環境の保全 

◆進行管理指標 

年度 数値 年度 数値 年度 数値

大気環境の状況（窒素酸化物） ppm H19 0.015 H23 0.013 H23 0.011 → H24 現状維持 H29 現状維持

大気環境の状況（浮遊粒子状物質） mg/m3 H19 0.077 H23 0.014 H23 0.015 → H24 現状維持 H29 現状維持

野外焼却の苦情件数 件 H19 45 H24 34 H25 23 ↑ H24 40 H29 36

指標 単位

現　状
（計画策定時） 平成25年度

実績値
平成24年度

実績値

目標

中間年度 最終年度評価

 

【評価（数値目標の達成状況等）】 

 「大気環境の状況」については、現状を維持していますので、引き続き状況を監視していき

ます。 

「野外焼却の苦情件数」については、昨年度と比較すると減少しています。引き続き、最終

年度の目標を上回る水準を維持できるよう、普及啓発に努めます。 

【主な取組状況（平成２５年度）】 

主要施策 （１）自動車による大気環境負荷の低減 

具体的な施策・事業（担当課） 

 ア 環境負荷の少ない運転技術の普及啓発（環境政策課）重点プロジェクト 

【再掲】Ｐ２３に掲載 

イ 乗りたくなる公共交通の整備（交通政策課） 

モビリティマネジメント事業を新山口駅～西京橋間路線沿線地区で実施しました。また、

山口市総合時刻表の作成、配布（３６,０００部）や、山口市公共交通のホームページを通じ

て、公共交通の利用促進に努めました。 

ウ 広域交通ネットワークの強化（交通政策課） 

平成２３年８月からの山口市内と山口宇部空港間バスの運行を継続するとともに、バス利

用者への特典サービスを実施しました。 

エ 道路網の整備（道路河川建設課、都市整備課） 

湯田ＰＡへのスマートインターチェンジ整備のための調査・概略設計を実施しました。 

     都市計画道路東山通り下矢原線の整備として、７０ｍの整備と６件の用地交渉を進めまし

た。 
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オ 安全な歩道の整備（道路河川建設課） 

道路バリアフリー化事業として、ユニバーサルデザインに基づいたバリアフリー化や、歩

道の拡充を計画的に進めました。 

   項目  

年度 
整備内容 

Ｈ２３ 
黄金町野田１号線、一本松朝倉線、中領・新山口線、駅南１号線、駅南

９号線、岩倉浜線の工事及び大殿大路野田線の測量設計業務等 

Ｈ２４ 
中領・新山口駅線、黄金町野田１号線、船倉中開作線の工事及び石観音

伊勢橋 2号線の測量設計業務等 

Ｈ２５ 

黄金町野田１号線、中領・新山口駅線、大殿大路野田線、大塚橋歩道橋

の工事及び石観音伊勢橋 2号線、大塚橋歩道橋、黄金町野田 3号線の測

量設計業務等 
 

カ 自転車に配慮した道路整備路網の整備（道路河川建設課） 

自転車歩行者専用橋の整備を計画的に進めました。 

   項目  

年度 
整備内容 

Ｈ２３ 東津橋歩道橋、氷上橋歩道橋の橋梁下部工事 

Ｈ２４ 氷上橋側道橋下部工事 

Ｈ２５ 氷上橋側道橋上部工事 

 

キ 沿道の緑化推進 

   一の坂川整備事業（都市整備課） 

   一の坂川の左岸側に植樹帯を１４０ｍ設置しました。 

 

 

 

主要施策 （２）暮らしに伴う大気環境負荷の低減 

具体的な施策・事業（担当課） 

 

 

 

 

ア 家庭ごみの適正な処理方法の指導・啓発（環境衛生課） 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、家庭での野外焼却に対する苦情等に対し、

助言、指導を行うとともに、市報等による啓発を行いました。 

 年度  

項目 
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

大気汚染公害苦情件数 ３２ ３４ ２３ 

※野外焼却に関する苦情を含む。 
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主要施策 （３）事業活動に伴う大気環境負荷の低減 

具体的な施策・事業（担当課） 

 ア 大気質の監視・観測（環境衛生課） 

県の大気観測データ（資料編Ｐ６７参照）に基づく監視や関係機関との連携による啓発を

行い、有害物質の発生抑制に努めました。 

主要施策 （４）光化学オキシダント対策の推進 

具体的な施策・事業（担当課） 

 ア 光化学オキシダントに関する情報の収集・提供（環境衛生課） 

県と連携し、光化学オキシダントに関する情報提供（資料編Ｐ６７参照）を行うとともに、

注意報等の発令時には迅速に市民等への周知を行い、健康被害発生の防止に努めました。 

※光化学オキシダントとは？ 

工場の煙や自動車の排出ガス等に含まれる窒素酸化物と炭化水素が太陽の紫外線により

光化学反応を起こし、二次的に生成する物質であり、県内の全測定局で環境基準が達成さ

れていない状況です。 
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 基本施策② 水環境の保全 

◆進行管理指標 

年度 数値 年度 数値 年度 数値

河川におけるＢＯＤの平均値 mg/ℓ H19 1.00 H24 0.70 H25 0.70 → H24 1.00 H29 1.00

河川等の水がきれいになったと思う市民の割合 ％ H19 69.2 H24 77.1 H25 79.9 ↑ H24 72.0 H29 75.0

汚水衛生処理率 ％ H19 78.9 H24 86.1 H25 87.4 ↑ H24 82.0 H29 92.3

指標 単位

現　状
（計画策定時） 平成25年度

実績値
平成24年度

実績値

目標

中間年度 最終年度評価

 
 

【評価（数値目標の達成状況等）】 

「河川等の水がきれいになったと思う市民の割合」については、昨年度と比較すると増加し

ており、引き続き最終年度の数値目標を上回る水準を維持しています。今後も「ふしの川水系

クリーンキャンペーン」等の市民や事業者との協働による清掃活動に取り組むとともに、汚水

処理施設の整備や汚水の高度処理化等を推進します。 

「汚水衛生処理率」については、各地区における下水道管渠の計画的な整備等により、昨年

度と比較すると増加しています。今後も最終年度の目標に向け、計画的な整備を進めるととも

に、水洗化に向けた普及啓発や、汚泥等の再資源化に取り組みます。 

【主な取組状況（平成２５年度）】 

主要施策 （１）生活排水処理対策の推進 

具体的な施策・事業（担当課） 

 ア 下水道管渠整備等の推進（下水道整備課） 

   「山口市汚水処理施設整備構想」に基づき、各処理区内の公共下水道による管渠等の整備

を計画的に進めました。 

  年度  

項目 
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

汚水管渠の整備延長【山口】（ｍ） ７,００１ ５,１２２ ４,７６４ 

汚水管渠の整備延長【小郡】（ｍ） １,７１７ ２,３４６ ４７８ 

汚水管渠の整備延長【秋穂】（ｍ） ３３   －   － 

汚水管渠の整備延長【川西】（ｍ） ２,９１９ ２,７５８ １,９１６  
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イ 合併処理浄化槽の設置補助（下水道普及課） 

公共下水道、農業・漁業集落排水以外の地域において、合併処理浄化槽の設置費に対する

補助を行いました。 

 年度  

項目 
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

補助件数（基）【５人槽】 １１０ １０５ １０８ 

補助件数（基）【７人槽】  ９９ １１６ １０７ 

補助件数（基）【１０人槽】   ６   ４   ７ 
 

《生活排水処理事業》 

 処理体系 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 処理人口（平成２５年度） 

 人 口（人） 割 合（％） 

公 共 下 水 道 １１５,４２１ ５９.４ 

農業集落排水 ８,４１２ ４.３ 

漁業集落排水 ３４８ ０.２ 

浄 化 槽 ４８，６２３ ２５．０ 

 （合併処理浄化槽） 
 

４５，８９３ 
 

２３．６ 

（単独処理浄化槽） ２,７３０ １.４ 

し 尿 収 集 ２０，９３５ １０．８ 

自 家 処 理 ６８０ ０.３ 

合 計 １９４,４１９ １００ 
 

    

 

 

 

 

 

 

人 口 

    

194,419 人 

公共下水道 

115,421 人 

農業集落排水 

8,412 人 

漁業集落排水 

348 人 

浄 化 槽 

48,623 人 

し尿収集 

20,935 人 

自家処理 

680 人 

下水道終末処理場 

農業集落排水処理場 

下水道終末処理場（川西地区） 

下水道終末処理場 

し 尿 
浄化槽 

汚泥許可業者 

収
集
許
可

業
者 

・環境センター 
・防府市クリーン
センター（徳地
地域処理委託） 
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主要施策 （２）流域連携による浄化対策の推進 

具体的な施策・事業（担当課） 

 

 

ア 流域連携による取組みの支援（環境政策課、水産振興課） 重点プロジェクト 

椹野川河口域・干潟自然再生協議会や、やまぐち豊かな流域づくり推進委員会の会議等を

通じて、関係機関との情報共有を図りました。 

主要施策 （３）水質に関する意識啓発 

具体的な施策・事業（担当課） 

 ア 井戸の適正管理および汚染に対する関心喚起（環境衛生課） 

     県の「公共用水域及び地下水の水質測定計画」に基づく井戸水の水質調査結果（資料編Ｐ

６８～６９参照）は、平成２５年度も各調査項目について環境基準に全て適合していました。 

   また、市民が安心して飲用することができる水の確保を目的として、浄水器の設置費に対

する補助を行いました。 

      年度 

項目 
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

補助件数 ２１ １１ ８ 
 

イ 条例に基づく届出の啓発（環境政策課） 

     椹野川水系等の清流の保全に関する条例、佐波川清流保全条例及び阿武川水系環境保全条

例に基づき、民間事業者に対し、開発に伴う事前協議や水質管理責任者の選任等の届出義務

について、市報等による啓発を行いました。 

 年度  

項目 
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

事前協議件数 １６ ７ １６ 
 

ウ 河川等の清掃活動（環境衛生課） 

   環境月間において、市民の環境に対する関心を高めるため、市民参加型のイベントとして

「ふしの川水系クリーンキャンペーン」や「佐波川一斉清掃」等を開催しました。 

 年度  

項目 
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

参加人数（椹野川） ８０６ ８００ ７９０ 

参加人数（佐波川） ２,０３９ １,６４４ ２,０７９ 
 

エ 水質の監視、観測（環境衛生課） 

   資料編Ｐ７０～７１に掲載（平成２５年度の河川及び山口・秋穂海域の水質測定結果） 

主要施策 （４）雨水の地下浸透の推進 

具体的な施策・事業（担当課） 

 ア 歩道等における透水性舗装の推進（都市整備課、道路河川建設課） 

上東第２公園（山口）、緑公園（小郡）の園路や、東畑線（阿東）、黄金町野田１号線（山

口）、中領新山口線（小郡）の歩道部について、透水性舗装を行いました。 
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 基本施策③ 土壌環境の保全 

 ◆進行管理指標 

年度 数値 年度 数値 年度 数値

土壌汚染に関する苦情件数 件 H19 0 H24 1 H25 0 ↑ H24 現状維持 H29 現状維持

地下水の水質調査地点の環境基準達成割合 ％ H19 100 H23 100 H23 100 → H24 現状維持 H29 現状維持

土壌ダイオキシン類常時監視調査地点の環境基準達
成割合

％ H19 100 H23 100 H23 100 → H24 現状維持 H29 現状維持

指標 単位

現　状
（計画策定時） 平成25年度

実績値
平成24年度

実績値

目標

中間年度 最終年度評価

 

【評価（数値目標の達成状況等）】 

 「土壌汚染に関する苦情件数」については、昨年度と比較すると減少しています。引き続き

取組みを推進します。 

 「地下水の水質調査地点」及び「土壌ダイオキシン類常時監視調査地点」の環境基準達成割

合については、現状を維持していますので、引き続き状況を監視していきます。 

【主な取組状況（平成２５年度）】 

主要施策 （１）法令に基づく指導・規制の推進 

具体的な施策・事業（担当課） 

 ア 土壌汚染の現状把握（環境衛生課） 

 資料編Ｐ７２に掲載（平成２５年度のダイオキシン類常時監視調査結果） 
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  基本施策④ 化学物質への適切な対応 

◆進行管理指標 

年度 数値 年度 数値 年度 数値

エコファーマー認定者数【再掲】 人 H19 465 H24 544 H25 508 ↓ H24 700 H29 700

土壌ダイオキシン類常時監視調査地点の環境基準達
成割合【再掲】

％ H19 100 H23 100 H23 100 → H24 現状維持 H29 現状維持

野外焼却の苦情件数【再掲】 件 H19 45 H24 34 H25 23 ↓ H24 40 H29 36

指標 単位

現　状
（計画策定時） 平成25年度

実績値
平成24年度

実績値

目標

中間年度 最終年度評価

 

【評価（数値目標の達成状況等）】 

 「エコファーマーの認定者数」についてはＰ３０、「土壌ダイオキシン類常時監視調査地点

の環境基準達成割合」についてはＰ４８、「野外焼却の苦情件数」についてはＰ４２に掲載し

ています。 

【主な取組状況（平成２５年度）】 

主要施策 （１）化学物質に関する情報の収集・提供 

具体的な施策・事業（担当課） 

 ア 化学物質の監視・観測（環境衛生課） 

資料編Ｐ７２に掲載（平成２５年度のダイオキシン類常時監視調査結果） 
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  基本施策⑤ 身近な生活環境の保全と向上 

  ◆進行管理指標 

年度 数値 年度 数値 年度 数値

快適な生活環境が整っていると思う市民の割合 ％ H19 63.6 H24 72.0 H25 76.2 ↑ H24 64.0 H29 64.5

生活公害（騒音、悪臭、野焼き）に関する苦情処理
件数

件 H19 222 H24 93 H25 54 ↑ H24 199 H29 179

騒音測定における環境基準の達成地点の割合 ％ H19 80 H24 97 H25 98 ↑ H24 100 H29 100

指標 単位

現　状
（計画策定時） 平成25年度

実績値
平成24年度

実績値

目標

評価 中間年度 最終年度

 

【評価（数値目標の達成状況等）】 

 「快適な生活環境が整っていると思う市民の割合」については、昨年度と比較すると増加し

ております。引き続き、最終年度の数値目標を上回る水準を維持しています。これは、多くの

市民が環境美化意識を持ち、各地域の清掃活動が継続的に行われている表れと認識しています。 

今後も引き続き、不法投棄等に対するモラル向上に向けた啓発活動に取り組みます。 

 「生活公害（騒音、悪臭、野焼き）に関する苦情件数」については、昨年度と比較すると減

少しています。今後も引き続き、最終年度の数値目標を上回る水準を維持できるよう啓発に努

めます。 

 「騒音測定地点の環境基準達成割合」については、最終年度の数値目標を下回っていますが、

引き続き監視を継続していきます。 

【主な取組状況（平成２５年度）】 

（におい・かおり環境） 

主要施策 （１）悪臭の発生抑制 

具体的な施策・事業（担当課） 

 ア 生活雑排水からの悪臭の発生抑制（環境衛生課・下水道普及課） 

生活雑排水の適正処理に努めるための啓発を市報等により行いました。 

また、市民からの悪臭に関する苦情相談に対応し、発生抑制に努めました。 

 年度  

項目 
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

苦情件数 １０ ２ ５ 
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（音環境） 

主要施策 （２）陸上交通にかかる騒音・振動の発生抑制 

具体的な施策・事業（担当課） 

 ア 道路交通による騒音・振動への対応（環境衛生課） 

   資料編Ｐ７３～７５に掲載（平成２５年度の道路交通騒音測定結果） 

イ 道路網の整備・充実（道路河川建設課） 

     低騒音舗装等の整備について、関係機関と協議・検討を行いました。 

主要施策 （３）暮らしや事業活動に伴う騒音・振動の発生抑制 

具体的な施策・事業（担当課） 

 

 

ア 近隣生活騒音の防止に向けた生活マナーの向上、法律に基づく工場・事業所及び建設工事、

深夜の騒音に対する指導・規制（環境衛生課） 

     騒音規制法や振動規制法に基づき、市民からの苦情対応による啓発を行いました。 

 年度  

項目 
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

苦情件数 ７ １２ ５ 
 

 

（光環境） 

主要施策 （４）光害防止の推進 

具体的な施策・事業（担当課） 

 ア 光害防止に関する啓発（環境政策課） 

メガソーラー等の太陽光発電施設を設置する事業者等に対し、光害が発生しないよう文書

による啓発に努めました。 

 


